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東京電力福島第一原子力発電所の原子炉・格納容器の状況を把握するため，事故時/事故後の測定データの分析，事
故進展解析の結果，廃炉の為に実施された現場調査及び試験により得られた知見等，様々な情報を有効に活用し，燃
料デブリ分布の推定図，FP分布の推定図，線量分布の推定図を作成した。本稿では，３号機の推定結果をまとめる。 
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1. 緒言 

東京電力福島第一原子力発電所（以下，「1F」という）の 1~3号機は，津波により冷却機能を喪失しただけではな

く，直流電源の喪失により計測器の測定値の取得が困難となったため，事故進展そのものに関する情報が不足してお

り，また，過酷事故解析コードによる計算結果も不確かさが大きいことから，事故後の原子炉・格納容器の状況を把

握することは非常に困難であった。また，1F で実施される調査は，廃炉のための作業に関連するものとして実施さ

れており，線量情報を除けば，情報の統一的な管理がなされておらず作業ごとに情報が散在している状況であった。

そのため，廃炉・汚染水対策事業費補助金（総合的な炉内状況把握の高度化）では，事故時および事故後の測定デー

タの分析，試験により得られた知見，事故進展解析の結果といった個別の検討課題の成果に加え，現場調査により得

られる様々な情報を各号機の主要な区画ごとに収集し，検討成果と現場情報との整合性を比較し，総合的に分析・評

価することで炉内・格納容器内の状態を推定し，その結果を，視覚的にわかりやすい燃料デブリ分布の推定図，FP

分布の推定図，線量分布の推定図の形でまとめ，2017年 7月の初公表[1]後も，最新情報を反映し適宜更新してきた。

本稿では，代表図として燃料デブリ分布の推定図を解説する。 

2. 燃料デブリ分布の推定図の概要 

 図１に 3 号機における燃料デブリ分布

の推定図[2]を示す。炉心部には，ミュオン

測定，過酷事故解析コードによる結果から，

大部分の燃料が溶融し，炉心部にはほとん

ど燃料棒は残存しないと推定している。 

 また，事故後の注水により水位が形成さ

れないことから、原子炉底部は破損してい

ると推定しているが、2017 年の水中 ROV

調査にて，直径約 30cm の炉内構造物がペ

デスタル内側で確認されていることから，

原子炉には比較的大きな破損孔があるこ

と，燃料デブリも相当量原子炉から格納容

器に落下していると推定している。 

3. 結言 

図 1に示す炉内・格納容器内の状態推定

結果は，現時点で得られている情報を最大

限活用してまとめたものであるが，不確か

さも多く含む。廃炉作業の進捗に伴い，今

後より多くの情報が現場から取得される

ことが期待されるため，得られた知見の活用を中心に，緒言にて記載したアプローチを継続することで，推定を更新

していくことが必要である。 
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• 水素発生によるPCV圧力上昇からエネルギー量を
想定し、大部分の燃料が溶融したと推定。
（実測・解析）

• 平成25年12月9日～24日までCS系を停止した時
（FDWからの流量を増やし全注水量としては一定）
、RPV各部で温度上昇は見られなかったため、炉
心位置に存在する燃料デブリは少ないと推定
（2号機より少ない）。（実測）

• 上述の話とあわせ、CS系からの注水開始により
総注水量が増加した時（平成23年9月1日）にRPV

下部温度が低下したため、燃料デブリが下部プレ
ナムにあると推定。（実測）

• ミュオン測定の結果、もともとの炉心域には燃料デ
ブリの大きな塊は存在していない可能性。（実測）

• 外周部における燃料の温度上昇はそれほど
高くない可能性があることから、燃料棒残骸
およびペレットが外周部に残っている可能性。
（一般的な推定・試験・解析）

• 燃料棒があるとしても外周部に一部。（一般的
な推定）

• 溶融燃料が固化した一般的な酸化物デブリと
推定。（一般的な推定）

• ミュオン測定の結果、原子炉圧力容器の底部
には、不確かさはあるものの、一部の燃料デ
ブリが残っている可能性。（実測）

• 現状シュラウドについては、健全な可能性お
よび損傷のある可能性、双方考えられる。（一
般的な推定・解析）

• 高温の溶融デブリからの熱移動が小さい場合、
一部のCRGTは溶けずに残る。（一般的な推定）

• CRGTやCRDハウジングの破損に伴いCRDハウ

ジング内部に燃料デブリや溶融した金属が若
干侵入している可能性。（一般的な推定・試験）

• CRGTと推定される構造物が圧力容器外へ落下し
ていることから、少なくともCRGTが落下する程度
の大きさの破損口が開いたものと推定。（実測）

• ペデスタル内で水面の揺らぎがRPV中央部およ
び外周部で確認されたことから、RPV中央部およ
び外周部に破損口が存在する可能性。（実測）

• CRDハウジング下部においてフランジ面が段違
いになっていることから、CRDハウジングと圧力

容器底部の一部の溶接部が固着されていないと
推定。(実測に基づく推定)

• 粒子状デブリ・ペレットがある場合、淀み部に
たまる可能性。（一般的な推定）

• 燃料デブリの一部はMCCIを起こさず固化した
可能性。(一般的な推定）

• PCV床に水が溜まっていた場

合、粒子状デブリが形成され
た可能性。（一般的な推定）

• 粒子状デブリがある場合、淀
み部にたまる可能性。（一般
的な推定）

• ４号機に加えて、３号機でも
爆発が起こっており、MCCI

により発生した水素が爆発
に寄与した可能性が考えら
れる。 （実測）

一点鎖線は圧力容器内・ペデスタル内の状態が非対称であることを表現

• ペデスタル下部において溶融物が固化したと思
われるものやグレーチング等の落下物、堆積物
を確認。（実測）

• PCV内部調査の結果、２号機と比較してペデスタ

ル内の損傷が進んでいる様子が確認できており
、PCVに落下した燃料デブリの量も２号機と比較
して多いものと推定。（実測）

• プラットフォームが損傷している様子が確認され
ており、高温のデブリが落下した影響と推定。
(実測）

• CRDハウジング支持金具の損傷および溶融物が

固化したとおもわれるものの付着が確認されて
おり、当該部を含め、その上下位置あるいは周
辺には燃料デブリが存在する可能性。（実測）

• 事故対応の中で3月13日7:39から1時間強DW

スプレイを実施しており、圧力容器破損時に
DW床に水位があると考えられ、燃料デブリの

拡がりは抑制された可能性。（実測・一般的な推
定）

• ペデスタル開口部を通じて、燃料デブリがペデ
スタル外まで広がるが、シェルアタックには至っ
ていないと推定。（実測・解析）

図 1 燃料デブリ分布の推定図 
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